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るステノブコン [4J[5J、キーを 2回押してひらがなと 1000文字以よの漢




























( 1 )字幕の文章の 「読み」を全て表示した後、確定したかな漢字混じり文の字
幕を提示する機能
( 2 )オペレータ2名によるキーボー ドの連弾入力が可能な機能 (一人目のオペ
レータは発話内容の入力とかな ・漢字変換、二人目のオペレータは一人目が入力
した確定文章の誤字、脱字の修正)




( 5) 1分間に 300文字程度以上のスピードで字幕の入力が可能な機能
( 6 )同音異義語が選択できる機能





( 1 )かな ・漢字変換する字幕の「読み」をまず表示し、その後確定したかな漢
字混じり文の字幕を提示できる、リアルタイム字幕提示システム (RS Vシステ
ム)の開発






















































本章では、熟練したオペレータにおいては 30 0 (文字/分)程度以上の高速
なスピードで文字が入力できるステノワード PCキーボードとパソコンを活用し










牢 VideoInformation Erocessor 







2. 2. 1 ステノワード PCシステム
ステノワード PCシステムはステノワード PCキーボードとパソコンで構成さ
れている。
( 1 )ステノワード PCキーボード
1 990年頃に開発した日本語高速入力装置であるミニット 350S[3J[1
4 J [ 1 5 Jは、 1，0 5 0字の直接単漢字変換 (r青」、「木」等のような変換)、









このキーボードのキー配列を図 2. 2に示す o
( a )入力方式
7 







る。例えば、「かんがえる 」 という単語の入力は、 J1 Sキーボードでは
かな入力モードでキーを 6回入力するが、ステノワ ー ドPCキーボードで




押して入力する o 例えば、「おしリは図 2.2の「お」、「しリキーを同時に
押す口
③単音入力
「あ」等の ような単音(1文字)を入力する。例えば、 「あ」は図 2. 2 
の「あ」キーを押す。
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れ表 2. 1と表 2.2に示す o この例においては、ステノワード PCキーボード
のキー操作回数は 21回であり、 J1 Sキーボー ドのキー操作回数 73回の 1/
3程度となっている 。
表 2.1 J 1 Sキーボードのキー操作回数と入力文字
キー操作回数 2 3 4 6 7 8 9 10 1 12 13 14 15 
入力文字 はし めにわたく し カヨ
、
も つ し あ
キー操作回数 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 
入力文字 け
、
た し1 と お も つ て お り ま す
キー操作回数 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 
入力文字 」守ー と は ほ
。
ん お ~1 る 」、，ーつ
キー操作回数 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 
入力文字 ん 丸?一
、
の lア し可 さ 、 し1 カ= ん す
キー操作回数 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 
入力文字 る も ん た
、 し1 つ し1 て て 、 ヲー・'-







表 2. 2 ステノワード PCキーボードのキー操作回数と入力文字
キー操作回数 2 3 4 6 7 
入力文字 はじめ わたくし カ3 もうしあげ たい と
キー操作回数 8 9 10 1 12 13 
入力文字 おもって おります こと は にっぽん における
キー操作回数 14 15 16 17 18 19 
入力文字 こんご の けし1ざし1 にかんする もんだい について










②プログラマブルキーボード/ディスプレイインタ ーフェイス(図 2. 3の⑤)
の走査キーボードモー ド (Nキーロールオーバー) により、前記①で押され
たキーの組合せパタ ー ンを読み込む。
③前記②のキーの組合せパターンから、対応する INDEX-ROMのアドレ
スを示す 16ビット (下位バイト、上位バイトの 2バイト )のアドレスを算
出する。
表 2.3のスキャンライン Oとスキャンライン 1が、それぞれ INDEX
-R 0 M (図 2.3の④)のアドレスの下位バイトと上位バイトに対応して
いるので、スキャンライン Oから INDEX-ROMの下位バイトアドレス
( 0 9 H)、スキャンライン lから INDEX-ROMの上位バイトアドレス







から、 TABLE-ROMに蓄積されている文字列のバイト数(0 A H)を
読み込む。
⑥TABLE-ROMの先頭アドレス+1のアドレス (001235H)から、
前記⑤で読み込んだ文字コ ー ドのバイト数(0 A H) だけ読み込む。すなわ
ち、 TABLE-ROMに蓄積されている 「かんがえる」の文字列の J1 S 
コード (242BH、 2473 H、 24 2 C H、 24 2 8日、 246BH)
を読み込む。
⑦前記⑤で読み込んだ「かんがえる 」の文字列の J1 Sコード (242BH、
247 3 H、 24 2 C H、 242 8 H、 246BH)をパソコンのキーボー
ド端子へ送出する。
表 2.3 キーの割り付け




リタ ーンライン 7 (ビット 7) 
リタ ー ンライン 6 (ビット 6) 
リターンフイン 5 (ビット 5) 「、」
リタ ーンフイン 4 (ビット 4) 
リターンライン 3 (ビット 3) 「あ」
リターンフイン 2 (ビット 2) roJ 






o K 8 (以下、 ATOK8と略す0)と、辞書ファイルを格納する RAMディスク











o 0 H ， 
12H } TABLE-ROMの先頭アドレス
3 4 H J 2. 2. 2 字幕挿入装置
内
1 987年頃に開発したコード方式ディジタル字幕入りビデオ製作シ ステム
[ 4 ]では、表示する 字幕は、あらかじめ、富士通 (株)製ワープロ のオアシス
で入力し文書ファイルとして保存し、ワープロの印刷機能によりプリンタケーブ
ルを介して、文字コード及び制御コードをバッチ処理型である字幕挿入装置 (V
IP-4000)へ送出する。 VIP-4000は、この装置の操作部の1"N E 
X T Jキーが押される毎に、ワープロから送出された文字コードをビデオメモリ














001 2 3 4 H 
o 0 1 2 3 5 H 
001 2 3 6 H 
001 2 3 7 H 
o 0 1 2 3 8 H 
001 2 3 9 H 
o 0 1 2 3 AH 
o 0 1 2 3B H 
00123CH 
o 0 1 2 3 D H 
o 0 1 2 3 E H 
OAH 文字列のバイト数
2 4 H 
「か」の J1 Sコード
2BH 
2 4 H 「ん」の J1 Sコード
7 3 H 
2 4 H 「が」の J1 Sコード
2CH 
24H 
2 8 H 
} 1"え」の J1 Sコード
} rる」の J1 Sコード2 4 H 6BH 
( 2 )パソコン





( 1 )ステノワード PCキーボード
図2.3に、このキーボードのブロック図を示す。また、外観の写真と内部の
















レス)を格納する 12 8 kバイトの紫外線消去電気的書き込み可能な EP-
ROMである。
⑤ TABLE-ROM 
各キーの組合せパターンに対応した約 33 0 0種類の単語等を格納する l









































































( 2 )字幕挿入装置 (VTP-4100R)
1 P -4 1 0 0 Rは本体と操作部て構成されている。
(a) VI P-41 OORの本体
VIP-4100R本体のブ口 yク図を図 2. 6に、 また内部の写真を図 2. 
7に示す白
各ブロックの動作の概要は、次の通りである。
① SYNC DETECT 
VIDEO INから入力されるビテオ信号を検出し、入力ビデ オ信号がな
い場合は、入力を SYNC GENE側に切り 換える。
② SYNC GENE 
映像信号がない周期信号のみのブラックパース トビデオ信号を発生 してい
る。入力ビデオ信号がない場合でも 文字を提示することが可能 となる。
③ SYNC SEP 
ビデオ信号から 、水平同期信号 HD、及び垂直同期信号VDを分離 してい
る。
④DISP CONT 
SYNC SEPで分離された 2種類の周期信号HD、VDに同期した タイ




DISP CONTの表示用 ア ドレスパス D-ABとMAIN CPUのデ
ータ パスM-DBによ り、 文字の漢字コ ー ド、文字の色コードをストアし て
いる o
⑥B-PAGE VRAM 
DISP CONTの表示用ア ドレス パスD-ABとMAIN CPUのデ




A-PAGE VRAMの文字の漢字コー ドを読み出し、 DISP CON 
Tで生成したタイ ミング信号 CKで、 キャラクタ信号 CHRA-Aに変換し、
A-PAGE MIX(また はB-PAGE M IX)にキャラクタ信号とし
て出力す る。
③B-PAGE CG 
B-PAGE VRAMの文字の漢字コード を読み出し、DISP CON 




A-PAGE CGで生成されたキャ ラクタ 信号 CHRA-Aを遅延さ せ
ることで、エッジ(文字の縁取り)信号 EDGE-Aを生成 して、A-PA
G E M 1X (または B-PAGE MIX)に出力する。
⑪B-PAGE EDGE 
B-PAGE CGで生成されたキャラ クタ信号 CHRA-Bを遅延させ
ることで、エ ッジ(文字の縁取り)信号 EDGE-Bを生成して、B-PA
G E M 1X (または A-PAGE MIX)に出力 する。
⑪A-PAGE MIX 
入力されたビデオ信号VIDEOと、 A-PAGE CGのキャラクタ信号
CHRA-A(または B-PAGE CGのキ ャラク タ信号 CHRA-B)と、
A-PAGE EDGEのエッジ信号 EDGE-A (ま たは B-PAGE E 
DGEのエッジ信号 EDGE-B)を合成する 。また、A-PAGE VRA 
Mの文字の色コード(または B-PAGE VRAMの文字の色コード)によ




CHRA-B(または A-PAGE CGのキャラクタ信号 CHRA-A)と、
B-PAGE EDGEのエッジ信号 EDGE-B (ま たは A-PAGE E 
19 








.MAIN CPUのデータパス M-DB、アドレスパス M-ABとSUB
CPUのデータパス S-DB、アドレスパス S-ABの切り換え
. SUB CPUがSI 0を介してパソコン PC-9821Ap2から取り
込み BUFFER RAM-I (または BUFFER RAM-II)へ蓄積
した文字の漢字コード、文字の色コード、制御コードを、 BUFFER R 
AM -1 (または BUFFER RAM-II)から A-PAGE VRAM 
(または B-PAGE VRAM)へ転送
.CONT信号により、 A-PAGE CG (CHRA-A) とB-PAG
E CG (CHRA-B)のキャラクタ信号の切り換え、及びA-PAG
E EDGE (EDGE-A) とB-PAGE EDGE (EDGE-B) 
のエッジ信号の切り換え
⑭ SUB CPU 
パソコン PC-9821Ap2からのデータ(文字の漢字コード、文字の
色コード、制御コード)を SI 0を介して取り込む。取り込んだデータをM
AIN CPUの制御信号 CHGにより、 BUFFER RAM-I、または
BUFFER RAM-IIのどちらかへ蓄積し、蓄積が完了したことを MA
I N C P Uヘ通知する。
⑮BUFFER RAM-I、⑮BUFFER RAM-II 
パソコン PC-9821Ap2から送出される文字の漢字コード、文字の
色コード、制御コードを蓄積するパッファである。初期状態ではMAIN C 
PU はBUFFER RAM-Iのリード、ライトが可能で、 SUB CPU 
20 
はBUFFER RAM-IIのリード、ライトが可能である。 MAIN CP 
Uの制御により、 MAIN CPUとSUB CPUがリード、ライトできる
BUFFER RAMの IとIが切り替わる。
⑫ S I 0 
パソコン PC-9821Ap2のRS-232Cポートから送出されるシ
リアルデータである文字の漢字コード、文字の色コード、制御コードを SU

















































































図 2.7 V TP-4 100R本体の内部
24 
② EP-ROM ③ RAM 
①c P U ⑤K/8-IF 






M 1 X 1基板
M IX2基板
? ???????? ?? ??????
TO VIP-4100R 
⑧ S 1 0 




市販のパソコン PC -9 8 2 1 A p2(CPU:i486、CPUclock:66MHz)である
ため、ハードウェアの説明は割愛する。?
i. 1， ・ I •I ロ
一、..，-M 剛、 内、
1¥ r・1・1・l 仁口 2. 4 R S Vシステムの機能、特徴t:仁口
i・|・ Id 1 
























































図 2.10 V 1 P 4 1 0 0 R操作部の内部
( 5 )表示位置
・画面の上端から下端まで l走査線ごとに設定可能
( 6 )エ ッジ(文字の縁取り)
・エッジ色:黒または白








. (株)ジャストシステム製の ATOK8(但し、平成 4年度の筑波技術短期大
学の入学式、卒業式、及び平成 5年度の入学式においてはATOK7を使用)











( 1 1 )カーソル移動
-上、下、左、右、文末へ移動可能













ステノワ ー ドPCシステムと VIP-4100R聞の通信仕様について述べる
[ 5 ]。









( 5 )速度 (デイツプスイッチの設定により、変更可能)
9 6 0 0 B P S
( 6 )データ形式
. J 1 S漢字コード
2. 5. 2 通信プロトコル



































( 2 )変換コードの送信 (2バイト)
|~H 1 62H 
( 3 )無変換コードの送信(2バイト)





I 1 B H 
-左移動
I 1 B H 
-右移動
I 1 B H 
-文末移動
11BH 145H I 
( 5 )パックスペースコードの送信(4バイト)
|lBH 148H loo-lflカウン卜数|
( 6 )挿入コードの送信 (2ノTイト)
|lBH 169H I 
( 7 )上書きコードの送信(2バイト)
1lBH 14FH I 
( 8 )削除コードの送信 (2バイト)
|1BH 164H I 
( 9 )文字コードの送信(2バイト、 J1 S漢字コード)
|上位バイト |下位バイト|
( 1 0 )改行コードの送信(2バイト)
|ODH IOAH I 
( 1 1 )接続終了コードの送信(1バイト)
|1 A H I 
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ーションソフトに出力する。ウイ ン ドウは、「ほんじつは ・」を表示する。シ
ステムラインは、一瞬「は」を表示するがすぐに消える o
③「せし¥J、「てん」、「なり」を続けて 2音入力すると、 スデノワ ー ドPCキー
ボードは、パソコンに「せい」とリターンコ ーー ド、「てん」とリターンコード








表す制御コード r/ J とリ ターンコード、及びデータバッファに記憶してい












「読み」 の字幕である 「ほん じつはせいでんなり」を「ほんじつはうてんなり」
に修正する方法について例示する。












図 2. 1 3 パソコンの CRT画面
36 
2. 7 講堂におけるRSVシステム




( 2 )入力された文字はパソコンでかな ・漢字変換され、 RS-232Cポート
を介して、漢字コードとして字幕挿入装置 (VIP-4100R)へ送出される。
( 3) 2系統の映像の合成や位置の設定等を制御する装置である映像特殊効果装
置は、話者用のビデオカメラ (A) の映像と手話通訳者用のビデオカメラ(B ) 
の映像を 1画面に合成する。


























100イ ンチリアスクリーンの下端に l行 16文字の 2
左半分に手話通訳者の映像を映し、読みなし































































































いて正変換率を比較すると、スピーチのスピー ドが 40 (文節/分)程度以下の
場合は同程度の正変換率であるが、スピーチのスピードが 50 (文節/分)程度





その後確定したかな漢字混じり文を提示する機能に関する調査項目 I( 1 )読みが
表示(黄)された後、漢字(白 )に変換された字幕について。 ①良かった。②












害IJ合)を表 2. 7に示す。 この結果から次のようなことが言える 発話の速度が
遅いほど、正答率が高くなり、発話速度がかな漢字混じり文で 2() () (文字/分)
程度であれば、ほぼ 95%程度の正答率を確保できる【




言古 者 A B C A D B E F G H 
字幕提示形式 読みなし 読みなし 読みなし 読み付き 読み付き 読み付き 読み付き 読み付き 読み付き 読み付き
及。→の文節数(文節) 624 687 121 721 374 507 478 482 208 1 9 1 
スヒ。ー チの時間(秒) 796 673 187 813 601 575 530 486 270 258 
スヒ。寸のた。ー ド(文節/分) 47. 0 6 1. 2 38. 8 53. 2 37. 3 52. 9 54. 1 59. 5 46. 2 44. 4 
正変換文節数(文節) 568 565 117 679 367 487 445 445 201 185 
誤変換文節数(文節) 5 6 122 4 42 7 20 33 37 7 6 
正変換率(%) 9 1. 0 82. 2 96. 7 94. 2 98. 1 96. 1 93.1192.3 96. 6 96. 9 
表2.6 
Dロl+山~ D口1十1t1ロDuHl ロDl4ilt 
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RSVシステムの講義場面での使用O 2. 講義における RSVシステム9 2. 
の1学年筑波技術短期大学聴覚部(学生は全員重度及び最重度の聴覚障害者)1 7に筑波技術短期大学聴覚部の講義室に設置されているシステムの構図 2. 
を対象とした一般教育科目「総合I(社会)Jの法学の講義の中でRSVシステムまたシステムの概要はこのシステムの配置図を示す。1 8 ~こ、図 2. 成を示し、
[ 7 ]。による情報保障を行った次の通りである。
( 1 )科目の概要オペレータは話者の音声を聞きながら高速で文字が入力できるキーボード( 1 ) 
3学期の通年で実施されるこの科目は、「社会科学に対する総合的な理2、(ステノワード PCキーボード)にリアルタイムで入力する o
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平成 5年度 2学期の「総合I (社会)J法学の講義 10回のうち 4回について、
RSVシステムによる情報保障を実施した o この情報保障を実施した 2回目の講



















































表 2. 1 0 対象講義における音声から字幕への正変換率(3分間を抽出)
話 者 学外講師A 学内教師
スピーチの文節数 (文節 ) 228 135 
スピーチのスピード(文節/分) 7 6 4 5 
正変換文節数 (文節) 167 109 
誤変換文節数 (文節) 6 1 2 6 
正変換率 (%) 7 3. 2 8 O. 7 
46 47 
図 2. 1 9は字幕の誤りに関する質問の回答結果である口「誤りが多くて困る」
とした学生は 33名中 9名 (27.3%)で、「誤りがあまり気にならなかった」










たものから順に( )の中に番号を書いてください oJに対して、学生が 1番目に
あげた選択肢の回答数を集計したものである。講義理解にもっとも役立ったと回
答した学生は 33名中 20名 (60.6%)で、 60%程度の学生がRSVシス
テムによる講義支援にもっとも依存していることが明らかにされた。 (但し、未回
答者は 1名)





図 2.2 0 講義を理解するのに最も役立った方法











は 70 d Bから 12 0 d Bの聞に幅広く分布している。すべての被験者は聴覚以



































表 2.1 1 字幕入りビデオの材料の属性
材料の 字幕の 字幕の 読み上 読みよげ 字幕表示 字幕表
種 類 種 委員 文字数 げ時間 速度(文 時 間 示速度
(文字) (秒) 字/分) (秒) (文字
/分)
材料A1 読み付き 449 59 262 68 396 
材料A2 読みなし 213 59 262 67 191 
材料A3 か な 258 59 262 66 235 
材料B1 読み付き 505 61 274 65 466 
材料B2 読みなし 227 61 274 67 203 
材料B3 カユ な 279 61 274 61 274 
材料 C1 読み付き 397 51 264 54 441 
材料 C2 読みなし 182 51 264 56 195 













速度が速すぎる J( 1 1名)という意見を記述した被験者も多く、この方法で字幕
を表示する場合の字幕の文字数の増加に関して、対象者の読みの速度との関連を
考慮する必要があることが示されている。
読みなし字幕では、「漢字が読めない J( 1 8名)とした被験者が多く、一方で








かな字幕に対しては、「漢字を入れてほしい J( 1 9名)、「意味が分からない」
( 1 4名)、「読みにくい J(7名)という意見が多く、-握的に意味をとらえるこ
とができるかな漢字混じり文が、一定の時間内に読むことを要求される字幕の文
章に適していることを示している。
表 2.1 2 被験者の各字幕に対する意見とその人数
意 見 読み付き字幕 読みなし字幕 かな字幕
(名 ) (名) (名 )
良いと思う 1 6 3 2 
読み付き字幕が良い O 1 0 1 
表示速度が速すぎる 1 1 6 l 
変換が遅い l 3 O 
読みにくい 4 4 7 
漢字が読めない 4 1 8 O 
意味が分からない 1 O 1 4 
漢字を入れてほしい 4 4 1 9 
口話することが困難 2 O 
目が疲れる 2 O 
分かち書きしてほしい O 2 
2. 1 2 結言










( 1 )日本語高速入力装置であるミニット 350Sを用いたシステムと比較して、
RSVシステムでは、字幕がどれだけ正確に文節単位で変換されたかを表す正変
換率が、スピーチのスピードが 50 (文節/分)程度以上では、 1 0 %程度向上
したことを明らかにした。
(2) RSVシステムは、筑波技術短期大学の入学式等の行事において、スピー
























そこで、ステノワード PCシステムを 2セット用意し、 lセット目で発話の内
容をまずひらがなで入力、表示し、その後かな ・漢字変換を行い、かな漢字混じ




























( 1 )入力担当オペレータは話者の音声を聞きながら高速で文字が入力でき る文
字入力用ステノワ ー ドPCキーボー ド(以下、文字入力用キーボードと略す白)に
リアルタイムで入力する。




























































































































( S 1 0 )、シリアル 1/0ポート(C T C)、カウンタタイマサーキット
パラレル 1/0ポート (P1 0)、クロックジェネレータ/コントローラ(C ∞ ばコ





































プログラムを格納する 32 kバイトの紫外線消去電気的書き込み可能な E
③RAM 
ワークエリア、及び修正担当オベレータの修正作業中に入力担当オベレー
⑤の S1 0用のクロックを生成しているカウンタタイマサーキ ットである。



































































































































































ることで、かな・漢字変換を行い、かな・ 漢字変換された文末に「空 白J(ま たは
r oJ)文字を付加するモードに設定
( 3 )かな・漢字変換する文章の「読み」と、確定したかな漢字混じり 文が判別
しやすいように、「読み」の文字色を黄、確定したかな漢字混じ り文の文字色を 白
に設定
3. 5. 1 文章確定後の修正
図 3.4 校正器の内部
文字入力用ステノワ ード PCシステムで入力した字幕「私に 考える 。」を、 文
字修正用ステノワ ー ドPCシステムで 「私は 考える。」に修正(下線部分の文字)
する方法と、字幕の提示方法について例示する。また、この動作のフローチャー
卜を付録の付録 2に示す。






( 2 )次に、文字入力用キーボードで「スペース」付きかな ・漢字変換キーを入











3. 5 連弾入力方式 RSVシステムの字幕提示方法
字幕の提示方法について、例示する。但 し、ステノワード PCシステムのモー
ドは、次の通りに設定しである。
( 1 )かな ・漢字変換する文章の「読みJをまず表示し、その後確定 したかな漢
字混じり文を提示するモードに設定


















( 4 )校正器は、前記(3 )②でバッファメモリに蓄積していた「かんがえ る」
の文字コード、すなわち修正担当オペレータの修正作業中に、入力担当オペレー
タが入力した文字コードを、文字修正用パソコンのキーボード端子に送出する。

















(図 2. 2の 「、」または loJキ-)の入力だけで、かな ・漢字変換を行い、そ
の後「スペース」または 「句点」付きで確定した文章を提示することができる。
また文字修正用パソコンでは、前節 2. 4で述べたRSVシステムと同様に IX






















し」 がシステムライ ン (候補単語を表示する領域)上に表示される。(但し、図 3. 
1のモニ タにはこれを字幕と して提示できない。)r変換」キーの入力により正し
い候補単語である「私」を指定し、その後、「改行」キーを入力すると、自の文字
色で空白付き の確定文章 「私は 」が提示される。
3. 6 講義場面での活用
筑波技術短期大学聴覚部(学生は全員重度及び最重度の聴覚障害者)では一般
















おき、システム起動時に T~ A Mディスクにロードして用いている
3. 6. 3 字幕提示形式








図 3. 5 字幕提示画面
67 
3. 6. 4 質問紙調査
筑波技術短期大学聴覚部の平成 7年度 2学期の法学の講義で連弾入力方式 RS
Vシステムによる情報保障を実施した 5回のうち 2回目(平成 7年 9月 29日)
と5回目(平成 7年 11月 10日)、また平成 8年度 2学期の法学の講義では 4回









3. 6. 5 結果と考察
( 1 )字幕への依存度
図 3. 6、図 3. 7、図 3.8は「講義の内容を理解する上で、字幕に頼りま
したか。 1つにOをつけて下さい。①たいへん頼 った ②少し頼った ③あまり
頼らなかった ④全く頼らなかった」という質問に対する回答を集計したもので
ある。「①たいへん頼った」という回答が図 3.6では 41名中 27名(65.9%)














図 3.6 字幕への依存度(平成 7年 9月 29日)
人数










変換文節の 47文節中 44文節 (93.6%)が脱字による誤変換であり、 40 . 

































図 3.8 字幕への依存度(平成 8年 10月 25日)
( 2 )字幕の誤変換
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1 0では 41名中 3
1 2 




































































1 1 図 3. 
65 
30 

















字幕の誤変換に関する意識(平成 8年 10月 25日)1 2 図 3. 
字幕の誤変換に関する意識(平成 7年 9月 29日)
74 
1 0 図 3.
75 
人数
10 20 30 
あるエンコーダを介して、 csパラボラアンテナから通信衛星(スーパーバード
B 、東経 16 2 0 、東京において仰角 42. 3 0 、方位角 14 5 0 )へ送信する。
( 3 )通信衛星は、(2 )の電波を受信し再送する o





3. 7. 2 支援方法












3. 7. 3 字幕提示形式








( 1 )スタジオ(東京 ・三菱商事本館)にいる文字入力、文字修正を担当するオ
ペレータ 2名が、話者、またはVTRの音声を聞きながらリアルタイムに入力、
修正した文字は、字幕挿入装置 (VIP-4100R)で字幕画像に変換される。













































字幕の必要でない理由について。 (多肢選択)( 2 ) 
字幕の読み易さについて。 (多肢選択)( 3 ) 
「く
?





( 4 ) 
( 5 ) 







ですか。」という質問に対する回答を集計したものである o r必要」が 557名中
390名 (70.0%)、「どちらかといえば必要」が 122名 (21.9%)、「あ
まり必要ではない」が 21名 (3.8%)、「必要ではない」が 9名 (1. 6%)、
「無回答」が 15名 (2.7%)であり、「必要」、「どちらかといえば必要」と回
答した者を合わせると 512名で、回答者の 90%以上になる。
図3.1 6は、図 3.1 5で「必要」、「どちらかといえば必要」と回答した 5
1 2名を対象に「リアルタイム字幕提示のあるテレビ番組が必要な理由は何です
か。」という質問に対する回答結果である。「報道番組で必要」が237名 (4 6 .
3 %)、「すべての番組に必要」が 202名 (39.5%)、「報道以外でも必要」
が55名 (10.7%)、「その他」が9名 (1. 8%)、「無回答」が 9名 (1 . 
8 %)であった。
本実験に参加した 90%程度の聴覚障害者はリアルタ イム字幕が「必要」、 「ど
ちらかといえば必要」であるとし、テレビ番組では「報道番組で必要」と「すべ
ての番組に必要」と回答した者を合わせると 80%以上になった D これらの結果
から、リアルタイム字幕の有効性が実証された D
( 2 )字幕の必要でない理由
図3.1 7は、図 3.1 5で「あまり必要ではなしリ、「必要ではない」と回答
した 30名を対象に「リアルタイム字幕提示のあるテレビ番組が必要ではない理
由は何ですか。」という質問に対する回答結果である。「読みにくし¥Jが 18名(6 
O. 0 %)、「既存の手話 ・字幕で充分」が 5名 (16.7%)、「テレビを視聴し









「読みにくしりが 384名 (68.9%)、「無回答」が 12名 (2.2%)であ
り、 「読みにくい」が 「読み易い」の 2倍以上の結果であった。「読みにくい」と










253名 (65.9%)、「文字数が多すぎた」が 97名 (25.3%)、「スペー

































図 3.1 7 リアルタイム字幕提示が必要ではない理由




図 3. 1 8 リアルタイム字幕提示の読み易さ
83 
人数
O 50 1∞ 1日 2∞ 2回 3∞ 





3. 7. 6 発話速度、表示速度、正答率












表 3. 4は、表 3.2、表 3. 3からナレータ一、キャスタ ーついて形態別に
84 
集計したものである。ナレーターの生録、ビデオ、ラジオの発話速度は、それぞ
れ 20 9. 5 (文字/分)、 2 4 9. 1 (文字/分)、 22 6. 9 (文字/分)で






れたかを表す字幕全表示速度は、表 3.2より、サンプルK (ラジオ)の 41 0 . 
3 (文字/分)からサンプルH (ビデオ)の 63 4. 0 (文字/分)まで分布し




一般視聴者にとって、特にサンプルH(ビデオ)の字幕全表示速度 63 4. 0 (文
字/分)の文字を読み切ることは、かなり難しいことであったと言える O このこ
とは、前記、図 3.1 9の字幕の読みにくさの理由で、 384名中 253名(6 
5. 9 %)の回答者が 「スピー ドが速すぎた」と回答したことからも推察できる。
( 3 )字幕の正答率






































































































サ / フ jレ A B C D E F G 日 I J K L M 
汗2 台，，-，邑、 生録 生撮 ビデ 生撮 生撮 ビデ ビデ ビデ ビデ 生撮 フン フン 生録
オ吊 オ オ オ オ オ オ
発話原稿文字数(文字) 253 491 186 74 95 121 80 132 191 23 302 341 87 
発話時間(秒) 82 136 42 19 24 30 23 30 46 6 80 90 26 
発話速度(文字/分) 185.1 216.6 265.7 233.7 237.5 242.0 208.7 264.0 249.1 230.0 226.5 227.3 200.8 
字幕確定文字数(文字) 253 483 186 74 94 120 80 132 186 23 233 319 87 
字幕かな文字数(文字) 359 627 229 85 111 144 118 185 229 28 314 409 124 
字幕全表示文字数(文字) 612 1110 415 159 205 264 198 317 415 51 547 728 211 
字幕全表示速度(文字/分) 447.8 489.7 592.9 502.1 512.5 528.0 516.5 634.0 541. 3 510.0 410.3 485.3 486.9 
修正後誤入力文字数(文字) 。 。 。 。 。 。 。 。 49 6 。
修正後誤変換文字数(文字) 。 4 5 。 。 。 。 。 2 。 6 。
修正後要約 ・脱字文字数(文字) 。 2 。 。 。 。 2 。 29 24 。
修正後総誤変換文字数(文字) 0- 12 6 。 。 。 。 5 。 84 31 。
修正後正答文字数(文字) 253 479 180 74 95 120 80 132 186 23 218 310 87 
修正後正答率(%) 100.0 97.6 96.8 100.0 100.0 99.2 100.0 100.0 97.4 100.0 72.2 90.9 100.0 
87 
表 3. 3 キャスターの発話速度、表示速度、正答率
サ / フ jレ N O P 
庁三 有色 生撮 生撮 生録
発話原稿文字数(文字) 86 83 55 
発話時間(秒) 20 21 14 
発話速度(文字/分) 258.0 237.1 235.7 
字幕確定文字数(文字) 76 69 55 
字幕かな文字数(文字) 89 83 68 
字幕全表示文字数(文字) 165 152 123 
字幕全表示速度(文字/分) 495.0 434.3 527.1 
修正後誤入力文字数(文字) O 4 。
修正後誤変換文字数(文字) 。 。 。
修正後要約・脱字文字数(文字) 1 22 。
修正後総誤変換文字数(文字) 1 26 。
修正後正答文字数(文字) 75 57 55 
修正後正答率(%) 87.2 68.7 100.0 
表 3. 4 ナレーターとキャスターの形態別発話速度、表示速度、正答率
言古 者 ナレーター キャス
ター
形 有色 生撮 ビデオ ラジオ 生撮
発話原稿文字数(文字) 1023 710 643 224 
発話時間(秒) 293 171 170 55 
発話速度(文字/分) 209.5 249.1 226.9 244.4 
字幕確定文字数(文字) 1014 704 552 200 
字幕かな文字数 (文字) 1334 905 723 240 
字幕全表示文字数(文字) 2348 1609 1275 440 
字幕全表示速度 (文字/分) 480.8 564.6 450.0 480.0 
修正後誤入力文字数(文字) 6 55 4 
修正後誤変換文字数(文字) 4 7 7 O 
修正後要約・脱字文字数(文字) 2 4 53 33 
修正後総誤変換文字数(文字) 12 12 115 37 
修正後正答文字数(文字) 1011 698 528 187 













180 190 200 210 220 230 240 250 260 270 
発話速度(文字/分)
図 3.2 0 ナレーターの発話速度と修正後正答率
3. 7. 7 文字表示分量と修正
本実験の字幕提示は 16文字 x3行表示で行ったが、実際は 1から 1.5行が




































②連弾入力方式 RSVシステムの修正後正変換率が RSVシステムと比較して l
0%程度向上した。③RSVシステムではスピーチのスピードが 50 (文節/分)
程度以上になると正変換率が 90%を大き く割るのに対して、連弾入力方式RS
Vシステムではスピーチのスピードが 55 (文節/分)程度でも、 90%前後の
修正後正変換率を確保していた。すなわち、 RSVシステムに比べると 、連弾入
力方式 RSVシステムではスピーチのスピードが 10%程度速 くなっても 、十分




( 1 )本実験に参加した 557名の聴覚障害者の 90%程度が、リアルタイム字
幕が 「必要」と「どちらかといえば必要」であるとし、テレビ番組では「報道番
組で必要」と 「すべての番組に必要」 と回答した者を合わせると 80%以上にな
った。これらの結果から、リアルタイム字幕の有効性が実証された。
















し、最新の日本語変換ソフト (ATOK11、ATOK12、 1M E 9 8等)の
利用や、パソコンからシリアルデータを伝送する RS-232Cのパラメータ設
定の変更ができない等の欠点があった。そこで、 MicrosoftWindowsNT Ver.4.0、
及び MicrosoftWindows95の環境下で、かな・漢字変換の精度が向上した rA T 


















このシステムは、 Windows対応ステノワード PCシステム、 字幕挿入装
置、及び校正器から構成されている。
4.2.1 Wi ndows対応ステノワード PCシステム
と字幕挿入装置
Windows対応ステノワード PCシステムと字幕挿入装置 (VIP-41
o 0 R)の機能、特徴は、前節 2. 4で述べたこととほぼ同様なので、簡単に述
べることにする。但し、下記の (1) "，-， (4)、(5 )の 「読点/句点」を「ス ペ
ース」付きで変換、「句点」を「改行」付きで変換は、新たに追加した機能である。
また、図 4. 1にパソコンのソフトのジェネラルフローを、図 4. 2にパソコン
の字幕入力画面を示す。
(1) DOS/Vパソコンの MicrosoftWindowsNT Ver.4.0、及び Microsoft
Windows95に対応
(2) RS-232Cパラメータの設定、変更が可能
( 3 )一般の J1 Sキーボードでも入力可能
・フ ァンクションキーのF1 2を「デリミタ」キーに割付








( 6 ) r読み」の提示モード :rあり/なし」
( 7 )文字色 8色
( 8 )エッジ (文字の縁取り )の付加
( 9 )カー ソル移動
( 1 0 )文章の編集
(11) VIP-41 0 ORとの接続 :rあり/な し」













図 4. 2 パソコンの字幕入力画面
4. 2. 2 ステノワード PCキーボード
このキーボードは、 DOS/Vパ Yコンの WindowsNTVer.4.0と"VVindows95
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4. 2. 3 校正器
字幕帰入装置
(VIP-4100R) 





4 . 3 講演会における遠隔地Windows対応連弾入力
方式 RSVシステムの構成
前節 4. 2のWindows対応連弾入力方式RSVシステムとテレビ会議装





( 1 )会場で講演している話者の音声は、マイク、テレビ会議装置 (PICSE
N D -C)、ターミナルアダプ夕、 1N Sネット 64を介して遠隔地(東京新宿の
スビートワープロ研究所)へ送出される。
( 2 )遠隔地にいる入力担当オベレータは(1 )で送出された音声をスピーカで
聞きながら、高速で文字が入力できる文字入力用Windows対応ステノワー
ドPCシステムにリアルタイムで入力する。








2 Cポートから 4800 B P Sのスピードで、文字コードとして、テレビ会議装


























変換を行い、 RS-232Cポートから 48 0 0 B P Sのスピードで、文字
コードとして、テレビ会議装置、ターミナルアダプ夕、 IN Sネット 64を
介して会場の字幕挿入装置へ送出する。









































































4. 3. 3 字幕提示形式
字幕は、かな ・漢字変換する文章の 「読み」をまず表示し、その後 「、」、 loJ

















( 1 )字幕の分かち書き表示に関する意識 (多肢選択)
( 2 )字幕の表示スピー ドに関する意識 (多肢選択)
( 3 )字幕の表示行数に関する意識 (多肢選択)
( 4 )字幕の「読み」に関する意識 (多肢選択)
( 5 )字幕に関する意見、要望 (記述)
4. 3. 5 結果と考察
図4.4に、 「字幕表示は、分かち書きでした。 1つにOをつけて下さい。①読
みやすかった ②、。を つけた方がよい ③。だけつけた方がよい」という質問に
対する回答の集計結果を示す口それぞれの回答者数は 103名中 31名(3 0 . 




ぐに理解できるので、lfoJ があった方がよい oJ といった回答がみられた。
図4.5に、 「字幕の表示スピー ドについて、 1つにOをつけて下さい。①ちょ
うと良い ②速すぎて読めない ③話者の話より字幕が遅れるのが気になる」と
いう質問に対する回答の集計結果を示す。それぞれの回答者数は 59名(5 7 . 














フレームレコーダの映像遅延再生時間は、前回の講義で連弾入力方式 R S 
Vシステムにより情報保障を実施したときに録画したビデオテープを視聴し、
学外講師Aの発話スピードで、 4行程度の遅れになる 16秒に設定した D 講義室





へん役に立った ②少し役に立った ③あまり役に立たなかった ④全く役に立
たなかった」という質問に対する回答の集計結果である。
この結果から、講義の内容を理解する上で 「たいへん役に立った J( 9名、 25 . 
0%)と「少し役に立った J( 1 6名、 44. 4 %)とした学生は、 36名中 25 





関する質問の回答結果である。この結果から、 4行以下が 9名 (27.3%)、5
行以上が 24名 (72.7%)で、 70%程度の学生が再生遅延時間の延長(行
102 
数の増加)を希望していることが判明された。
( 2 )字幕挿入装置 (VIP-4100R)の字幕の行送りを徐々に上がるよう
にソフトを改良する。
人数






o 10 20 30 40 50 60 70 80 







モヱタ O モニタ モニタ
ロ 亡ゴ口ロ
ロロロロロ口口口口
o 0 0 0 000 0 0 
口口口口口口口口














図 4.7 講義場面におけるフレ ームレコ ーダに関する意識
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うどよい ②行数を増やした方がよい ③行数を減らした方がよい」 という質問
に対する回答の集計結果を示す。それぞれの回答者数は 65名(6 3 . 1 %)、

















答の集計結果を示す。それぞれの回答者数は 26名 (25.2%)、69名(6 7 . 









結果を示している o iu'読み』の表示あり」とした学生は 36名中 15名 (41 . 
7 %)、 iu'読み』の表示なし」は 21名 (58.3%)であり、 iu'読み』の表示な
















( 2 )専門用語、 難読語等は、漢字の後ろに( )付きで漢字の「読み」を記述
して単語登録し、システムを「読み」を表示しないモードに設定して、字幕を提
示する。例えば 「かしたんぽ」と いう「読み」のかな ・漢字変換を「現庇担保(か
したんぽ)Jのように単語登録しておく。
人数
o 10 20 30 40 50 60 70 80 
「読み」はある方がよい
「読み」はなくてもよい 69 
図4.1 0 字幕の「読み」に関す る意識
人数















夕、 1N Sネット 64を介して遠隔地(東京新宿のスピードワープロ研究所)へ
送出される。
( 2 )遠隔地にいる入力担当オベレータは(1 )で送出された音声をスピーカで
聞きながら、高速で文字が入力できる文字入力用Windows対応ステノワー
ドPCシステムにリアルタイムで入力する。








2 Cポートから 96 0 0 B P Sのスピードで、文字コードとして、テレビ会議装










のRS-232Cポートから 96 0 0 BP Sのスピードで、文字コードとし















変換を行い、 RS-232Cポートから 96 0 0 BP Sのスピードで、文字
コードとして、テレビ会議装置、ターミナルアダプ夕、 1N Sネット 64を
介して講義室の字幕挿入装置ヘ送出する。

































































































ーー一一ー 一ー 一一一ー 一一一一一 J 















ステム構成講義場面における遠隔地Windows対応連弾入力方式RS V ~ 
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講義室内のシステム1 4 図 4.
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4. 4. 3 字幕提示形式




図 4.1 2の講義室内のモニタ 2台への字幕提示形式は次の通りであり、図 4. 
1 5にモニタの字幕提示画面の写真を示す。
( 1 )表示行数 8行/画面
( 2 )表示文字数 20文字/行
( 3 ) r読み」の文字色:黄
( 4 ) r確定」の文字色;白
( 5 )エッジ(文字の縁取り):黒色の太いエッジを付加
( 6 )映像:なし
また、図 4. 1 2の講義室内のスクリーンへの字幕提示形式は、次の通りで




( 2 )表示行数 8行/スクリーン下半分
( 3 )表示文字数 20文字/行
( 4) r読み」の文字色:黄
( 5 ) r確定」の文字色;白
( 6 )エッジ(文字の縁取り):黒色の太いエッジを付加
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図 4. 1 5 モニタの字幕提示画面
図 4. 1 6 スクリーンの字幕提示画面
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子工学専攻、電子情報学科情報工学専攻の、本講義を 受講した 1学年 34名の学
生で全員重度及び最重度の聴覚障害者である。
4. 4. 5 結果と考察
( 1 )字幕への依存度
図 4. 1 7は、「講義の内容を理解する上で、字幕に頼りましたか。 1つにOを
つけて下さい。①たいへん頼った ②少し頼 った ③あまり頼らなかった ④全
く頼らなかった」とい う質問に対する回答を集計したものである。「たいへん頼 っ


















ード等の用語は前節 3. 6. 5を参照)
表 4. 1 講義における字幕の正変換率(3分間を抽出)
学 外 講 師 B 
サ ン フ。 jレ J K L M 
スピーチの文節数(文節) 137 149 121 132 
スピーチのスピード(文節/分) 4 5 . 7 4 9 . 7 4 0 . 3 4 4. 0 
入力時誤変換文節数(文節) 3 3 1 0 
修正後誤変換文節数(文節) O O O 7 
誤変換修正文節数(文節) 3 3 3 
入力時正変換率(%) 9 7 . 8 9 8 . 0 9 9 . 2 9 2. 4 















図 4. 1 9は、「字幕の中に時々『誤り』がありました D この『誤り』は、講義
の内容を理解する上で困りましたか。 1つにOをつけて下さい。 ①たいへん困
った ②少し困った ③あまり困らなかった ④全く困らなかった」という質問
に対する回答を集計したものである。「あまり困らなかった」と「全く困らなかっ
た」とした学生は、 34名中 21名 (61. 8%)であった。
表 4. 1において修正後正変換率が 94%程度以よ、また、講義全体では誤字、
脱字の総文節数が 23文節と非常に少ないにも関わらず、 40%程度の学生が「た
いへん困った」、「少し困った」と回答した理由については、次のようなことが言


















40 45 50 55 
スピーチのスピード(文節/分)
図 4.1 8 スピーチのスピードと正変換率









図4.2 0は、「黒板に向かつて右側にある OHPスクリ ー ンには、上半分に先
生(黒板)の映像、下半分に字幕が同時に提示されていました。テレビ画面に表
示されている字幕のみの提示方法と比較して、とちらの提示方法が良いでしょう
か。 1つにOをつけて下さいロ ①先生の映像と字幕 (0H Pスクリ ーン) ② 
字幕のみ(テレビ画面)J という質問に対する回答を集計したものである。「先生
の映像と字幕」とした学生は 34名中 7名 (20.6%)、「字幕のみ」は 26名
(76.5%)、「未回答」は 1名 (2.9%)であり、「字幕のみ」とした学生は、
「先生の映像と字幕」と比較して 56%程度上回ったが、 20%程度の学生が 「先
生の映像と字幕」の方が良いと回答しており、学生個々に応じた字幕提示方法の
選択肢が広がることを意味している。
人数。 10 20 30 
先生の映像と字幕
字幕のみ 26 














図 4. 2 1 字幕文章の難易度に関する意識
4. 5 結言
本章では、 次の ようなことについて述べた。
( 1 )かな ・漢字変換精度が向上した rATOKllJ等の様々な日本語変換シ
ステ ムや市販されている豊富なソフトが利用でき、また様々な機器と接続できる
ようにRS-232Cのパラメータ設定が可能なDOS/Vパソコンで動作する
Windows対応ス テノワード PCシステムと校正器を開発した o また、これ
らと字幕挿入装置 (VIP-4100R)を連動させ、 Windows対応連弾
入力方式RSVシステム を構築した o
(2) Windows対応連弾入力方式RSVシステムとテレビ会議装置 (P1 
CSEND-C 、またはPICSEND-RII)を連動させ、電話回線の 1S D 
N (1 N Sネット 64 )を介して、遠隔地で話者の音声を聞きながらキーボード
の連弾入力作業が可能な遠隔地Windows対応連弾入力方式RSVシステム
を開発した。














































5. 2 音声認識 RSVシステムの動作 リの文字コード(修正担当オペレータの修正作業中に、音声通訳者が音声で
入力した文字コード)を設定した文字サイズ、フォント、文字色、背景色で
文章として文字修正用パソコンの CRT画面へ表示する。
( 7 )前記(5 )及び(6 )の文字修正用パソコンの CRT画面に表示された文
章は、ビデオ合成器(すーぱ一・てろっぱー)によりビデオカメラで撮影された
話者の映像とともに字幕としてモニタへ提示される。
図 5. 1に、システムの構成を示す D また、システムの動作は次の通りである。
( 1 )音声通訳者(入力担当オペレータ)は、話者の音声を聞きながら、おうむ
返しで発話する。









( 5 )文字修正用パソコンは、開発した字幕提示ソフトにより前記(4 )の文字
コードを受信し、設定した文字サイズ、フォント、文字色、背景色で文章として
CRT画面ヘ提示する。
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( 1 )音声通訳者(入力担当オペレータ )は、 文字入力用パソコンへ「これは音
声認識を利用した」と発話すると、文字入力用パソコンで稼働している音声認識
ソフトにより「これは音声認識を理容した」を提示するとともに、文字入力用パ



































































ラジオ音声の音声聞き取り 方式音声認識 RSVシステムによる2 表 5. ムの実証実験との比較実験




8 0 9 0 
226.5 1227. 
7 8 4 4 












目原稿読み取り方式音声認識 RSVシステムの正答率は 90%程度であ るが、
ラジオ原稿の原稿読み取 り方式音声認識 RSVシステムに よる表 5. 
声聞き取り方式音声認識 RSVシステムの正答率は、原稿読み取り方式音声認識
字幕の正答率
サン プルLでは 5%程サンプルKでは 20%程度、RSVシステムと比較して、
音声聞 き取この理由につ いては次のようなことが言える。度低い結果であった。
VTRの音声 に追従してリ アルタ イムで発り方式音声認識RSVシステムでは、
正確に発音することが困難になるためである。時間の余裕が無く、話するため、




7 7 9 3 
235.3 1220. 
2 6 3 0 









正答率 (%) 音声聞き取り方式音声認識RSVシステム の正Lの修正後正答率と、ン7')レK、2 
サ ンプル Lではそれ2%、7 4 . 2%、サンプルKではそれぞれ 72 . 答率は、
この結1%であり、ほとんど差異が認められなか った。8 7 . 9%、ぞれ 90 . 
附j節次のようなことが言える口脱字の文字数に着目して みる と、果については、
Lでは、オペ レータ が聞き 慣れな い、2におけるサンプルK、6の表 3. 7 . 3. 7で述べた視聴覚障害者向け専門放送シ ステムの実証実験で録前節 3. また、
脱字言葉等を意識的に入力しなかったこと によ り、または知らない人名、地名、音声通訳者が聞きLの ビデオテープの音声を 、画 したラジ オ音声のサンプルK、
音声聞き取り方式音声一方、2 4文字であった 。それぞれ 29文字、文字数が、ながら 、おうむ返しに発話した 。(以下、音声を聞きながら発話した場合を音声聞
2文字でLの脱字文字数はそれぞれ 1文字、認識RSVシステムのサンプルK、き取り方式音声認識 RSVシステム と表す。)この時に、 音声認識された字幕の正
誤変換があった o 連弾入力方式 RSVシステムは、脱字文字数の多さ が要因で、修正作業は行 っていない。)この場合2に示す。(但し答率を表 5.
両システムの正答率に差異が認められなかったと 思われる。多くなり、
( 2 )連弾入力方式 RSVシステムを使用した講義場面で の比較実験
( a )原稿読み取り方式音声認識 RSVシステム の比較実験
133 
稿を読み取りながら発話 した場合を原稿読み取 り方式音声認識RSVシステムと
単位で字幕に変換さ れた かを表 す劃合、({発話原稿文字数 一誤変換文字数}/発
修正作この場合は1に示す。 (但し、話原稿文字数JXI00)の結果を表 5. 
業は行っていない。)
132 
前節 3. 6. 5の表 3. 1において、学外講師Aのサンプル (A、B、D、E、
G 、H)の発話原稿について、原稿読み取り方式音声認識RSVシステムによる
字幕の正変換率(発話内容がどれだけ正確に文節単位で字幕に変換されたかを表
す割合、 C{スピーチの文節数一誤変換文節数}/スピーチの文節数) xl00) 
の結果を、表 5.3に示す。(但し、修正作業は行っていない。)また、図 5.4 












率の結果を、表 5.4に示す。また、図 5.5は、表 5.4のデータから、スピ
ーチのスピードと入力時正変換率、及び修正後正変換率を表したグラフである O
これらの結果から次のようなことが言える。①入力時の正変換率は 55 ~ 80%
程度である。②修正後正変換率は 60-88%程度であり、 50 (文節/分)程
度以下のスピーチのスピー ドでは 85%程度を確保している。③誤変換修正文節






均している。一方、学外講師Aのサンプルにおいては、修正後正変換率が 60 . 
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O. 8倍速程度の再生スピード)で、実験を行った正変換率の結果を、表 5. 5 
に示す。この結果は次のようなことを示唆している。① O.8倍速再生のサンプ
ル SHのスピーチのスピー ドは、 1倍速再生(ノーマル再生)であるサンプル日
のスピーチのスピード 58. 7 (文節/分)の O.8倍速の 47. 0 (文節/分)
程度になる。このようにスピーチのスピードが遅延することにより、 O. 8倍速
再生のサンプル SHの修正後正変換率は 1倍速再生 (ノーマル再生)であるサン





平成 7年 9月 29日 平成 7年 11月 10日 平成 8年 10月 25日
学外講師A 学外講師A 学外講師A
サ ノ、 フ jレ A B D E G H 
スピーチの文節数(文節) 1 7 1 169 141 182 121 176 
スピーチの時間 2分 41秒 2分 52秒 2分 39秒 2分 55秒 2分 26秒 2分 53秒
スピーチのスピード(文節/分) 6 3. 7 5 9. 0 5 3. 2 6 2. 4 4 9. 7 6 1. 0 
誤変換文節数(文節) 2 5 2 2 1 7 3 3 1 2 1 8 
正変換率(%) 8 5. 4 8 7. 0 8 7. 9 8 1. 9 9 O. 1 8 9. 8 
表 5. 










表 5. 講義のサンプル音声の音声聞き取り方式音声認識RSVシステムによる字幕の正変換率4 
平成 7年 9月 平成 7年 11月 平成 8年 10月 平成 10年 12月
2 9日 1 0日 2 5日 1 7日
学外講師A 学外講師A 学外講師A 学外講師B
サ ン フ jレ A B D E G H J K L 
スピーチの文節数(文節) 171 169 141 182 121 176 137 149 121 
スピーチのスピード (文節/分) 57.0 56.3 47.0 60.7 40.3 58.7 45.7 49.7 40.3 
入力時誤変換文節数(文節) 49 49 25 53 32 76 27 30 23 
修正後誤変換文節数(文節) 36 38 17 44 18 69 17 20 14 
誤変換修正文節数(文節 ) 13 11 8 9 14 7 10 10 9 
入力時正変換率(%) 71.3 71.0 82.3 70.9 73.6 56.8 80.3 79.9 81.0 
修正後正変換率(%) 78.9 77.5 87.9 75.8 85.1 60.8 87.6 86.6 88.4 














サ ン フ。 jレ 日 SH 
VTR再生速度 l倍速 O. 8倍速
スピーチの文節数(文節) 1 7 6 176 
スピーチのスピード(文節/分) 5 8. 7 4 7. 0 
入力時誤変換文節数(文節) 7 6 4 6 
修正後誤変換文節数(文節) 6 9 3 6 
誤変換修正文節数(文節) 7 1 0 
入力時正変換率(%) 5 6. 8 7 3. 9 
修正後正変換率(%) 6 O. 8 7 9. 5 
( c )音声認識RSVシステムによる原稿読み取り方式と音声聞き取り方式の比
較検証


























図 5. 7は、前記(b )の音声聞き取り方式音声認識RSVシステムによる字
幕の正変換率を表した表 5. 4と、前節 3. 6. 5の連弾入力方式 RSVシステ






































































L )について、K、と学外講師Bのサンプル (J 、H) G 、E 、D 、B 、ル (A、
7 図 5.





(文節/分)スピーチのスピー ドが 60 5 %)向上している。較して多少 (0 . 
以上のサンプルデータがEのみであるが、スピーチのスピー ドが 60 (文節/分)






































































( 1 )日本語高速入力装置であるミニット 350Sを用いたシステムと比較して、
RSVシステムでは、字幕がどれだけ正確に文節単位で変換されたかを表す正変
換率が、スピーチのスピードが 50 (文節/分)程度以上では、 1 0 %程度向上
したことを明らかにした。
(2) RSVシステムは、筑波技術短期大学の入学式等の行事において、スピー






( 4 )聴覚障害者に対する視聴実験において、 RSVシステムの大きな特徴であ
るかな漢字混じり文の「読み」表示機能の効果の有効性を検証した。
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力方式RSVシステムの修正後正変換率が RSVシステムと比較して 10 %程度
向上した。③RSVシステムではスピーチのスピードが 50 (文節/分)程度以
上になると正変換率が 90%を大きく割るのに対して、連弾入力方式RSVシス
テムではスピーチのスピードが 55 (文節/分)程度でも、 90%前後の修正後
正変換率を確保していた o すなわち、 RSVシステムに比べると、連弾入力方式






























の 4個の発話サンプルにおいて、スピーチのス ピー ドが 40"-'50 (文節/分)


















( 1 )ラジオ原稿の原稿読み取り方式音声認識RSVシステムの正答率は、 2サ
ンプルとも 90%程度であり、ラジオ音声の音声聞き取り方式音声認識RSVン








度で、修正後正変換率は 60，. 88%程度であった。 50 (文節/分)程度以下

















正変換率を確保できることが判明した。また、スピーチのス ピー ドが 50 (文節
/分)程度以下では、連弾入力方式RSVシステムの修正後正変換率は 95 '" 1 
00%に達しており、音声聞き取り方式音声認識RSVシステムと比較して明ら





















付録 l 平成5年度筑波技術短期大学の入学式における読み付き RSVシステム
に関するアンケート調査結果
(対象者:聴覚部新入生 50名)
( 1 )読みが表示(黄)された後、漢字(白)に変換された字幕について D
① 良かった o 75. 5 % 
② 読みの表示は必要ない。 1 O. 2 % 
③ よくおぼえていない白 1 4. 3 % 
( 2 )字幕の文章の誤りについて口
① 誤りが多くて困った。 28. 6 % 
② あまり気にならなかった。 63. 3 % 
③ よくおぼえていない。 6. 1 % 
( 3 )字幕のスピードについて。
① ちょうど良い。 59. 2 % 
② 速すぎて読めない。 4. 1 % 
③ 話者の話より字幕が遅れるのが気になる。 3 2. 7 % 
④ おぼえていない。 4. 1 % 
( 4 )スクリーンの右半分に話している人の顔が、左半分に手話通訳者が映し
出された方法について口
① 話をしている人の顔だけで良い。 18. 4 % 
② 手話通訳者だけでよい。 6. 1 % 
③ 字幕だけで良い。 28. 6 % 
④ 別な方法が良い。 4. 1 % 
⑤ 良かった。 36. 7 % 
( 5 )スクリーンのどこを見ましたか D
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a・臥
① 人の顔と字幕を見ていた。 5 1. 0 % 
② ほとんど字幕を見ていた D 49. 0 % 
③ ほとんど人の顔を見ていた。 O. 0 % 
④ よくおぼえていない。 O. 0 % 
( 6 )文字の大きさについてロ
① ちょうど良い。 87. 8 % 
② 大きすぎる。 O. 0 % 
③ 小さすぎる。 6 . 1% 
④ おぼえていない。 4. 1 % 
( 7 )スクリーンの中の字幕の位置について。
① ちょうど良い D 83. 7 % 
② 上に表示したほうが良い。 8. 2 % 
③ 縦書きにしたほうが良い。 8. 2 % 
④ おぼえていない。 O. 0 % 
⑤ その他。 O. 0 % 
( 8) 3行表示の字幕について。
① ちょうど良い。 85. 7 % 
② 行数を増やした方がよい。 4. 1% 
③ 行数を減らした方がよい。 4. 1 % 
④ よくおぼえていない。 6 . 1 % 
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受信し、バッファメモリ |モー 提示文字 私は かんがえる
に蓄積していた「かんが
える」の文字コードを文 ? 〆 文字色 「私は 」は白、「かん
字修正用パソコンへ送出 がえる」は黄
バッファメモリに畜積し 入力キー
ていた r0 J付き変換の 、
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